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保育園にで
きた滑り台

で初滑り

商工会工業
部会の皆さ

ん

　　　　　
　ありがと

う！
保育園にで

きた滑り台
で初滑り

商工会工業
部会の皆さ

ん

　　　　　
　ありがと

う！

※関連ページは８ページ
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期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税

務
署
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成

し
て
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
﹁
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
﹂
で

は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額

等
を
入
力
す
れ
ば
、
所
得
税
や
消

費
税
の
申
告
書
、
青
色
申
告
決
算

書
な
ど
を
作
成
で
き
ま
す
。
作
成

し
た
デ
ー
タ
は
印
刷
し
た
書
面
で

提
出
で
き
る
ほ
か
、
簡
単
な
操
作

で
﹁
e

︱
T
a
x
︵
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
︶﹂
を
利
用
し

て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
村
上
税
務
署
の
申
告
相
談
会
場

お
知
ら
せ

会
場
開
設
期
間

　

平
成
31
年
２
月
18
日
︵
月
︶
〜

　

平
成
31
年
３
月
15
日
︵
金
︶

　

※
土
・
日
除
く

受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

会
場　

村
上
税
務
署
１
階
会
議
室

　
　

︵
村
上
市
三
之
町
11
︱
1
︶

問
い
合
わ
せ

　

村
上
税
務
署

　

☎
５
３
︱
３
１
４
１

　
　
　
　
　

︵
自
動
音
声
案
内
︶

●
役
場
の
申
告
相
談
会
場
の

　
お
知
ら
せ

　

左
ペ
ー
ジ
の
﹁
確
定
申
告
作
成

相
談
日
程
﹂
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
！

▽
待
ち
時
間
な
く
、
自
宅
な
ど
か

　

ら
直
接
申
告
で
き
ま
す
。

▽
源
泉
徴
収
票
や
支
払
調
書
等
、

添
付
書
類
の
提
出
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は

　

写
し
の
提
出
が
不
要

▽
還
付
ま
で
の
期
間
が
短
縮

　

e
︱
T
a
x
に
関
す
る
詳
細
は
、

　

こ
ち
ら
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

s://w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

/

▽
配
偶
者
控
除
の
改
正

　

新
た
に
納
税
義
務
者
の
所
得
制

限
が
設
け
ら
れ
、
合
計
所
得
９
百

万
円
超
か
ら
段
階
的
に
控
除
が
下

が
り
、
合
計
所
得
１
千
万
円
超
か

ら
配
偶
者
控
除
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

▽
配
偶
者
特
別
控
除
の
改
正

　

対
象
と
な
る
配
偶
者
の
所
得
金

額
が
38
万
円
超
か
ら
1
2
3
万
円

ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

納
税
義
務
者
の
所
得
お
よ
び
配
偶

者
の
所
得
に
応
じ
て
段
階
的
に
控

除
額
が
下
が
り
ま
す
。

　

医
療
費
控
除
お
よ
び
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
申
告
の

際
は
、
領
収
書
の
代
わ
り
に
﹁
医

療
費
控
除
明
細
書
﹂
﹁
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
明
細
書
﹂
の
添

付
が
昨
年
か
ら
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
な
お
、
各
明
細
書
の
様
式

は
村
上
税
務
署
、
役
場
税
務
会
計

課
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

※
経
過
措
置
に
よ
り
、
平
成
31
年

分
ま
で
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、

領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
に
よ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は

お
早
め
に
提
出
く
だ
さ
い

申
告
が
必
要
な
方
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
︶

医
療
費
控
除
は
領
収
書
の

代
わ
り
に
明
細
書
が
必
要

で
す
！

e
︱
T
a
x
で
確
定
申
告

配
偶
者
控
除
お
よ
び
配
偶
者

特
別
控
除
が
変
わ
り
ま
す

次の申告のご相談は、村上税務署へお願いします

　■土地や建物、株式、ゴルフ会員権などの資産の売却や交換
　■損失、繰越損失　　■消費税、贈与税の申告
　■青色申告　■住宅借入金等特別控除の申告（初年度）
　■外国人の申告　■平成29年分以前の申告

　
今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
村
で
は
申
告
の
期
間
中
︵
２
月
18
日
か
ら
３
月

15
日
︶
に
限
り
、
村
職
員
に
よ
る
申
告
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
仮
収
受
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
平
成
30
年
分
の
所
得
税
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
と
、
平
成
31
年
度
の
住
民
税
や
国
保
税

な
ど
の
算
定
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
会
場
の
混
雑
回
避
の
た
め
、
収
支
内
訳
書
、
医
療
費
控
除
の
明

細
書
等
は
、
ご
自
分
で
記
載
の
う
え
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

〜 

申
告
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
毎
年
必
要
で
す 

〜

確

定

申

告

　平成31年１月１日現在、関川村に住所を有する方で、

下記事項に１つでも当てはまる方は申告が必要です。

※年末調整済みの給与所得者や公的年金収入のみの方で、他に
　所得がなかった方は、申告の必要はありません。

営業、農業所得がある

大工、左官業などの給与所得以外の所得がある

給与所得者で年末調整をしていない

田んぼを貸していて、小作料やお米の受け取りがある

地代収入、家賃収入、配当収入などがある

公的年金の他に所得がある

保険金の満期受け取りや個人年金などの受け取りがある

給与所得以外に他の所得がある

還付申告（医療費控除、住宅借入金等控除、保険料控除
など）をしたい

国民健康保険に加入している
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申
告
に
持
っ
て
く
る
も
の

①
確
定
︵
住
民
税
︶
申
告
書

②
給
与
、公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

③
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
﹁
農
業

収
支
内
訳
書
﹂

④
土
地
や
建
物
を
譲
渡
し
た
方
は
、

譲
渡
価
格
が
分
か
る
契
約
書
な

ど
…
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ

さ
い

⑤
還
付
用
ま
た
は
納
税
用
の
預
金

口
座
通
帳
︵
本
人
名
義
に
限
る
︶

⑥
ハ
ン
コ
︵
新
た
に
口
座
振
替
で

納
付
す
る
と
き
は
金
融
機
関
届

出
印
が
必
要
︶

⑦
各
種
控
除
に
必
要
な
証
明
な
ど

⑴
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

⑵
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
控

除
︵
旧
長
期
損
害
保
険
料
も
対

象
︶
の
証
明
書

⑶
平
成
30
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
な
ど
の
﹁
医
療
費
控
除
の
明

細
書
﹂
ま
た
は
﹁
セ
ル
フ
メ
デ

ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書
﹂

︵
Ｈ
31
分
ま
で
は
領
収
書
の
添

付
ま
た
は
提
示
で
も
可
︶

⑷
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

▽
初
年
度
…
税
務
署
で
申
告
し

て
く
だ
さ
い

▽
２
年
目
以
降
…
税
務
署
か
ら

送
付
さ
れ
た
用
紙
、
借
入
金

の
年
末
残
高
証
明
書

⑧
個
人
番
号
カ
ー
ド
︵
無
い
方
は

　
通
知
カ
ー
ド
な
ど
個
人
番
号
を

　
確
認
で
き
る
も
の
︶
と
本
人
確

　
認
書
類
︵
免
許
証
、
保
険
証
な

　
ど
︶
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

  

注
意
事
項

●
青
色
申
告
の
方
、
営
業
等
事
業

所
得
の
あ
る
方
は
、
村
上
税
務

署
が
申
告
を
指
導
し
ま
す
。

●
前
回
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
や
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
書
の
作
成

を
行
っ
た
方
に
は
、
確
定
申
告

書
に
替
え
て
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ

が
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
に
従
っ

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

  

お
願
い

　

皆
さ
ん
の
確
定
申
告
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
、
待
ち
時
間
が
短
縮

さ
れ
ま
す
よ
う
、
特
に
次
の
こ
と

に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
給
与
︵
ま
た
は
公
的
年
金
︶
の

　
源
泉
徴
収
票
は
、
必
ず
申
告
会

　
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
申
告

　
書
へ
の
添
付
が
必
須
で
す
。

▽
紛
失
し
た
場
合
は
、
給
与
や
年

金
の
支
払
者
か
ら
再
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

※
公
的
年
金
の
こ
と
は
…

　

年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

︵
☎
0
2
5
4
︱
2
3
︱
2
1

　

2
8
︶
へ
。
本
人
が
基
礎
年
金

　

番
号
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
や
お

知
ら
せ
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
方
は
、

必
ず
申
告
会
場
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
必
要
な
情
報
が
、
事
前

に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
申
告
書
と
一
緒
に
収
支
内
訳
書

　

な
ど
が
入
っ
て
い
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
必
ず
開
封
し
て

　

中
身
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
農
業
収
支
内
訳
書
は
必
ず
記
入

　
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
書
類
は
整
理
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▽
特
に
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と

き
の
受
診
者
ご
と
の
仕
分
け
、

計
算
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
関
係
書
類
は
原
本
提
出
︵
提
示
︶

　
が
必
須
で
す
。
控
え
が
必
要
な

　
方
は
、
事
前
に
コ
ピ
ー
し
て
保

　
管
く
だ
さ
い
。

 

住
民
税
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

　

所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
が

な
い
方
で
も
住
民
税
︵
個
人
村
県

民
税
︶
の
申
告
は
必
要
で
す
。
仮

に
、
収
入
が
な
い
方
で
も
そ
の
旨

の
申
告
が
な
い
と
所
得
が
分
か
ら

な
い
た
め
、
公
共
料
金
等
に
不
利

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

  

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
会
計
課
税
務
班

　
　
　
　

☎
６
４
︱
１
４
５
１

● 対象集落の指定日に都合のつかない方は、他の日でも受け付けますので、なるべく期間前半にお越しください。

確定申告作成相談日程 会場　役場３階大会議室

月 日 受付時間 対象集落など

14日㈭
15日㈮

18日㈪

19日㈫

20日㈬

21日㈭

22日㈮

25日㈪

26日㈫

27日㈬

28日㈭

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

事前申告受付けます

大内渕・片貝・八ツ口

下川口・荒川台・聞出

金俣・小和田

蔵田島・大石

安角・金丸

久保・鮖谷・上川口

沼・若山・蕨野

上野新・上新保・蛇喰

上野原・中束・朴坂

上野・田麦千刈・南中

深沢・宮前

鍬江沢・下土沢

大島（センターより上通り）

大島（センターより下通り）

幾地・上土沢（橋場）

山本・上土沢（橋場を除く）

小見前新田・松ケ丘・桂

松平・上野山・小見

２
　
月

月 日 受付時間 対象集落など

１日㈮

４日㈪

５日㈫

６日㈬

７日㈭

８日㈮

11日㈪

12日㈫

13日㈬

14日㈭

15日㈮

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

高瀬・湯沢

沢・滝原

高田（１〜４班）

高田（５〜６班）・平内新

上関（六本杉）

上関（六本杉を除く）

指定日に都合のつかない方
※混雑が予想されます

打上・南赤谷

辰田新・勝蔵・内須川

下関（１〜６組）

下関（７〜12組）

下関（13〜18組）

下関（19〜25組）

下関（26〜31組）

下関（32組〜）

指定日に都合のつかない方

※混雑が予想されます

３
　
月



JA●
関川支店

　関川商工会
　　●

辻井
　　　製作所様

●

消防署関川分署●

交通安全
地蔵尊

　 ● ●

荒

川
当社

至坂町

至小国

下関駅
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　現在は、辰田新で新聞販売店を営んでいますが、

平成13年ころまでは、下関の店舗で酒屋「ヨロズ

ヤ」としてもお世話になりました。

　当店は、午前３時ころから村内全域を配達して

います。今年は暖冬で例年より小雪ですが、それ

でも吹雪、凍結、強風の中、待っていてくださる

お客様の笑顔を励みに新聞を届けています。また、

村に唯一の新聞店として、村民の皆さんが安心、

安全に暮らせるよう、村と「見守り協定」を結び、

協力させていただいています。

　時代の流れとともに、それに合ったサービスを

地域の皆さんに提供できればと、スタッフととも

に日々努力していきます。

　

新
聞
配
達
員
の
本
部
久
美
子
さ

ん
に
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

　

﹁
こ
の
仕
事
を
し
て
42
年
に
な

り
ま
す
。
一
日
の
配
布
数
約
１
７

０
部
を
配
り
終
わ
っ
て
歩
数
計
を

見
る
と
、
１
万
２
千
歩
を
超
え
て

い
ま
す
。
こ
の
時
期
で
す
が
タ
オ

ル
は
必
ず
必
要
で
す
し
、
雪
が
混

じ
る
風
が
涼
し
く
感
じ
る
こ
と
さ

え
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
夜
が
明
け

て
い
な
い
時
間
か
ら
動
く
た
め
、

外
は
真
っ
暗
で
す
が
、
そ
の
分
、

澄
ん
だ
空
に
星
が
は
っ
き
り
と
見

え
ま
す
。
徐
々
に
辺
り
が
明
る
く

な
る
と
、
太
陽
が
白
い
山
や
田
を

照
ら
し
、
新
し
い
一
日
の
始
ま
り

を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
気
力
も
体
力

も
使
う
仕
事
で
す
が
、
健
康
づ
く

り
に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
。

　

だ
た
、
配
達
す
る
際
は
ま
だ
休

ん
で
い
る
人
が
多
い
の
で
、
な
る

べ
く
物
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

ポ
ス
ト
に
入
れ
た
瞬
間
に
新
聞
を

取
る
お
客
様
も
い
ま
す
。﹁
い
つ

も
お
つ
か
れ
さ
ん
﹂﹁
早
く
か
ら

あ
り
が
と
う
﹂
と
声
を
か
け
て
も

ら
え
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
そ
の

と
き
を
待
っ
て
い
て
く
れ
る
人
の

た
め
に
も
、
欠
か
さ
ず
に
届
け
る

こ
と
が
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
こ

れ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る

と
い
ろ
い
ろ
な
﹁
異
変
﹂
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
欠

か
さ
ず
新
聞
を
読
む
一
人
暮
ら
し

の
お
じ
い
さ
ん
。
ポ
ス
ト
に
昨
日

の
新
聞
が
入
っ
て
い
て
、
警
察
を

呼
ん
で
家
に
入
る
と
中
で
倒
れ
て

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
不
審

者
や
火
事
を
見
つ
け
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
村
民
が
休
ん
で
い
る
間

の
﹁
異
変
﹂
に
い
ち
早
く
気
付
く

こ
と
が
で
き
る
の
も
新
聞
配
達
員

の
役
目
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け

て
気
力
と
体
力
の
続
く
限
り
、
こ

の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
﹂
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

▼代表の野澤千登勢さん。

　左に写る機械は、複数のチラシを

全自動で折りまとめる機械。

№5
企 業 紹 介

▶
本
部
久
美
子
さ
ん
︵
南
中
︶

住　　所：辰田新273−3

代 表 者：野澤　千登勢

従業員数：18名

創 業 年：1965年6月（昭和40年）

会社概要：新聞販売業

下関新聞販売所

関川村の

キラリと光
る
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後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　住民福祉課福祉保険班　☎ 6 4－ 1 4 7 1

医療費と介護保険サービス利用料が高額になったとき
（高額介護合算療養費の支給）

　１年間の医療費と介護保険サービス利用料の自己負担額を合計した金額が、定められた限度額を

超えた場合は、その超えた分が『高額介護合算療養費』として支給されます。支給の対象となる方

には、広域連合から支給申請案内を送付しています。

★高額介護合算療養費は、支払った自己負担額の割合で、

　後期高齢者医療制度と介護保険制度、それぞれの保険者

　から支払われます。

自己負担限度額
平成29年８月１日〜

平成30年７月31日診療分

67万円

56万円

31万円

19万円

所得区分

現役並み所得者
（住民税課税所得145万円以上）

一　般
（住民税課税所得145万円未満）

住民税

非課税世帯

区分Ⅱ

区分Ⅰ

★注意！

　対象期間の途中に、同一世帯において後期高齢者医療制度に新たに加入した方（75歳になるなど）

がいる場合や、被保険者が亡くなられた場合は、申請手続きのご案内が、広域連合から発送されない

ことがあります。支給対象になると思われる場合は、下記へお問い合わせください。

★高額療養費や高額介護サービ

ス費として払い戻された額は

含みません。

★所得区分は、基準日（平成30

年７月31日もしくは、資格

喪失日の前日）現在の所得を

適用します。

★同一世帯であっても、後期高齢者医療制

度の被保険者以外の家族の自己負担額を

合計することはできません。また、食事

代や居住費などは含みません。

★世帯の総支給額が500円以下の場合には

支給されません。

自己負担限度額（年額）

支給対象者について

　同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者で、対象期間

（平成29年8月1日〜平成30年7月31日）内に次の①と②

の条件を、どちらも満たす場合に、支給の対象となります。

世帯で「医療費」と「介護保険サービス利

用料」の両方で自己負担がある。

①の自己負担額の合計が、下表の自己負担

限度額を超える。

①

②
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　子どもたちに自分で作った料理をきっかけに健
康について学んでもらおうと、12月22日、子ども
健康教室が行われました。
　当日は、子どもたちや保護者、食生活改善推進
員など約20名が参加。レシピについて説明を受け
たあと班に分かれて調理開始。子どもたちは大人
に助けてもらいながら、真剣な表情で調理してい
ました。出来上がった料理をみんなで食べると、
「おいしいね〜」「ほっぺたが落ちそう」などと
あちこちで笑顔があふれていました。
　その後、健康せきかわ21に載っている「食」と
「歯」について、役場・社協の担当者から話があり
ました。当村は高血圧の方の割合が多いことから
小さいころから減塩を心掛けることが重要である
ことや、歯の磨き方、デンタルフロスの使い方を
実際に歯鏡で口内をのぞきながら確認。健康に関
する関心も高まったようでした。

〜 子ども健康教室 〜

自分で作った料理は格別だね自分で作った料理は格別だね

　

１
月
16
日
、
大
島
保
育
園
で
小

正
月
行
事
の
﹃
団
子
の
木
飾
り
﹄

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昔

か
ら
伝
わ
る
行
事
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
園
児
の
祖
父
母
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。
当
日
は
、

祖
父
母
と
一
緒
に
紅
白
の
団
子
づ

く
り
を
体
験
し
た
あ
と
、
ミ
ズ
キ

の
木
に
団
子
や
事
前
に
園
児
が
焼

い
た
せ
ん
べ
い
の
ほ
か
、
今
年
の

豊
作
を
願
い
稲
穂
に
似
せ
た
ぬ
い

ご
な
ど
を
飾
り
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
祖
父
母
か
ら
﹁
ミ

ズ
キ
の
木
は
、
み
ず
み
ず
し
く
て

木
の
枝
が
上
向
き
で
縁
起
が
い
い

ん
だ
よ
﹂﹁
昔
は
ど
こ
の
う
ち
で
も

飾
っ
て
い
た
ん
だ
よ
﹂
な
ど
と
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
伝
統
行
事

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

﹁
団
子
の
木
飾
り
﹂
は
大
島
保

育
園
の
ほ
か
、
渡
邉
邸
や
公
民
館

な
ど
で
も
２
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
飾

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▶
大
島
保
育
園

◀
渡
邉
邸

小
正
月
行
事
「
団
子
の
木
飾
り
」

　

大
島
保
育
園
・
渡
邉
邸
・
公
民
館
な
ど

　1月20日、わかぶな高原スキー場で村観光協会
主催の「わくわくウィンターカーニバル」が開催
されました。
　当日は、小・中学生以下のリフト券が無料の「ス
キー子どもの日」ということもあり、多くの人が
訪れました。スキー場入口の屋台では、あったか

いココアや白玉ぜんざい、焼き団子などが振る舞
われ、品物が店頭に並ぶとたちまち行列ができて
いました。そのほか、子どもたちに人気のボール
ダーツや宝さがし大会、クロスワードパズル、ラ
リー形式の間違い探しゲームなども行われ、大人
から子どもまでイベントを満喫していました。
　新潟市から家族で訪れていた方は「このスキー
場には毎年来ています。ゲレンデも滑りやすく、
イベントもたくさんあるので家族で楽しんでいま
す。今シーズンまた来たいと思います」と話して
いました。

わかぶな高原スキー場
わくわくウィンターカーニバル開催
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12
月
25
日
、
ト
ナ
カ
イ
に
扮
し

た
馬
に
乗
っ
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

が
、
村
内
保
育
園
や
学
童
保
育
所
、

福
祉
施
設
な
ど
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
配
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
胎
内
市
に
あ
る
、
馬

の
養
老
牧
場
と
乗
馬
体
験
を
行
う

﹁
松
原
ス
テ
ー
ブ
ル
ス
﹂
の
代
表
、

松
原
正
文
さ
ん
が
、
胎
内
市
で
も

行
っ
て
い
る
こ
と
を
他
市
町
村
で

も
で
き
な
い
か
と
、
縁
が
あ
っ
た

村
民
に
声
を
か
け
実
現
し
た
も
の

で
す
。

　

木
曽
馬
の
ミ
キ
テ
ィ
と
ミ
ニ
チ

ュ
ア
ホ
ー
ス
の
マ
ツ
ゴ
ロ
ウ
の
２

頭
と
ス
タ
ッ
フ
が
、
赤
と
白
の
衣

装
を
身
に
ま
と
い
保
育
園
を
訪
れ

る
と
、
思
い
が
け
な
い
お
客
さ
ん

に
園
児
た
ち
は
ビ
ッ
ク
リ
。
初
め

て
馬
を
見
る
子
ど
も
も
い
た
よ
う

で
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、﹁
お
っ
き
い
お
馬

さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
怖
か
っ
た
け
ど
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
う
れ
し

か
っ
た
﹂﹁
服
を
着
た
小
さ
い
お

馬
さ
ん
が
か
わ
い
か
っ
た
﹂
な
ど

と
興
奮
気
味
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

サ
ン
タ
さ
ん
„
馬
“
に
乗
っ
て

　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
夢
を
お
届
け

▶
大
島
保
育
園

◀
学
童
保
育
所

　1月15日、日本郵便株式会社と関川村との間で、

「郵便局のみまもりサービス」をふるさと納税の

返礼品とすることに関する協定の締結式が行われ

ました。

　このサービスは、村に住む高齢者の方などの家

に郵便局社員等が月に１度訪問し、生活状況を確

認してご家族の方（ふるさと納税寄付者）へお伝

えするものです。

　村長はあいさつで「高齢者世帯の多い村にとっ

て大変心強いものであり、村を離れて暮らすご家

族にとっても安全、安心の一助となる。ぜひふる

さと納税を通じて、このみまもりサービスを活用

していただきたい」と話しました。

　ふるさと納税は、「ふるさとチョイス」のサイト

からも寄附が可能になりました。詳しくは、村の

ホームぺージをご覧ください。

郵便局のみまもりサービス
ふるさと納税の返礼品に追加

　小澤いずみさんが、1月19日、村上市役所荒

川支所の旧議場でライブを開催（主催：荒川レ

コード鑑賞会倶楽部）。約50名が集まりました。

　ライブでは、美空ひばりの「真っ赤な太陽」

や中島みゆきの「世情」、松任谷由実の「春よ

来い」などの往年のカバー曲のほか、自分で書

いたオリジナル曲など、全15曲を１時間半に

わたり熱唱しました。小さな体から発せられる

迫力ある歌声に、会場を埋めた聴衆は魅了され、

ハンカチで目を拭う人もいました。

　小澤さんは、小学校時代に不登校を経験し、

自宅にあったパソコンで音楽を聴き始めました。

その後、高校時代に音

楽活動を始め、現在、

アコースティックギタ

ーの弾き語りで新潟市

内を中心にライブ活動

中です。

　小澤さんは今後の活

動について「もっとた

くさんの人に私の歌を

届けたい。私の声で少

しでも勇気づけられる

人がいるのであれば、

行って声を届けたい」

と話していました。

村上市役所荒川支所で開催村上市役所荒川支所で開催
小澤いずみ（下関）ＬＩＶＥ
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　教職員の長時間勤務の常態化が社会的に大きな問題となっています。

　本村の今年度の時間外勤務が月60時間を超えている教職員は、小学校で６.３人（30％）、中学校で

７.９人（44％）です。過労死ラインを超えて月100時間に達している教員もいます。

　そこで、教育委員会と学校は長時間勤務を是正するための協議を行い、以下のような取り組みを

進めています。保護者、地域の皆様には、ご理解とご協力をお願いします。

１　タイムカードにより勤務時間を管理し、月の時間外勤務60時間を超えない。

２　長期休業中に学校閉庁日を設け、心身のリフレッシュ、健康の維持増進を図る。

３　関川村部活動方針を策定し、平日１日と土・日いずれか１日の計２日は部活動休止日とす

る。活動時間は、平日２時間、土日等休業日は３時間を基本とする。また、参加する大会

を精選する。

４　部活動指導員、学校支援ボランティア等の外部人材の活用を図る。

学校における働き方改革を進めています学校における働き方改革を進めています
関川村教育委員会

　1月17日～19日の３日間、韓国中高生と引率の

教師など８名が、「齋藤音作の生まれ故郷を訪ね

る旅」として来村しました。音作氏は、当村の齋

藤家の祖先で、農商務省に勤め、韓国や日本の各

地で勤務。その後ソウルに渡り、日韓合併後は朝

鮮総督府の農林課長として「朝鮮のはげ山を緑に

する仕事をしていた」とのこと。訪れた中高生は、

韓国に建てられた音作氏のお墓をボランティアで

掃除し、本人について勉強されているそうです。

今回、渡邉邸や齋藤医院、歴史とみちの館などを

巡り、村の歴史や風土に触れました。

　韓国中高生は「日本人は親切な人ばかり。まさ

か村長さんに会えるとは思ってもいなかった。音

作さんが縁で日本に来たが、日韓関係はいろいろ

あるので、今回の訪日をきっかけに良い関係を築

けるよう自分にできることを実践していきたい」

と力強く語っていました。

　村内保育園２か所で、商工会工業部会（部会

長：伊藤洋一さん・上関）が、1月20日、寒い

冬も子どもたちが外で元気に遊べるようにすべ

り台を作りました。

　この取り組みは、保育園の先生がスノーダン

プでコツコツすべり台を作っていたのを目にし

たのがきっかけ。今年で４年目になります。

　今年は、小雪だったため、ダンプ30台分の雪

を村内から集めての作業になりました。当日は

あいにくの雨でしたが、約20人が集まり、約３

時間かけて完成させました。

　伊藤洋一さんは「雪がない中、雨の降る中、

20人の仲間たちが一生懸命作ったすべり台です。

子どもたちにはこの季節でしかできない遊びを

楽しんでもらい、雪にも風にも負けない強い子

に育ってほしい」と汗をぬぐっていました。

雪のすべり台をプレゼント
子どもたちの元気に遊ぶ姿を願って

齋藤音作の生まれ故郷を訪ねる旅

下関保育園下関保育園
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2月3日は七ケ谷雪ほたる

2月9日は大石どもんこ祭り

　高さ約６ｍ、直径約10ｍの巨大どもんこ（かまく

ら）が来場者を迎えます（主催：大石・山と川に親しむ会）。

　当日は、竹スキーや和かんじき、スノーモービル

によるそり遊び、餅つき大会、餅まきなどさまざま

な催しを予定しています。

【日時】２月９日（土）　９時から

【場所】大石ダム湖畔県民休養地

☆大石ダム40周年特別記念☆
スノーシューを履いて、雪山探索＆ダム見学

時　間…9：30〜11：00

定　員…20名

申込先…大石ダム管理支所（64−2251）

※スノーシュー大人用レンタル有り（無料）

　冬の恒例行事となった「七ケ谷冬の陣　雪ほたる」

が、今年も盛大に開催されます（主催：タランペクラブ）。

　約1500個の雪灯ろうに併せて、やろでば会による

約50基のスカイランタンが打ち上げられ、辺り一面

を幻想的な世界へと一変させます。来場された皆さ

んをあたたかく迎えることでしょう。

　当日は、国際ボランティア学生協会（IVUSA）の

学生たちも大勢参加します。お楽しみに！

【日時】２月３日（日）

　　　　雪灯ろう点火　　16時30分から

【場所】安角ふれあい自然の家グラウンド

学校 お知らせからのからの

今月は関川小学校からの紹介

食について学んだよ！

スキー教室を行いました！

　１月22日（火）、５年生を対象にした「食育出前講

座」が行われました。

　村の食生活改善推進員や栄養士の皆さんが講師と

なり、村上牛やあらかわ生しいたけなどの地場産品

の良さ、ジュースやスナック菓子などに使われてい

る砂糖や油の驚きの量などについて、クイズ形式で

楽しく学びました。

　当日の献立は、５年生が育てた米「夢ピカリ◇」や

新潟地鶏、さといもや越後もち豚などを食材とした

ものでした。地元産の豊かな恵みに感謝しながら、

おいしくいただきました。

　３年生以上の子どもたちは、年に２回スキー教

室を行ってます。１月23日（水）には、５・６年生

が、今年最初のスキー教室を行いました。

　当日のわかぶな高原スキー場は、新雪が積もり、

穏やかで絶好のコンディションでした。子どもた

ちは、たくさんのボランティアの皆さまに支えて

いただき、スキー技能の向上を目指しました。

　雪の恩恵を受けるふるさと関川村の良さを生か

し、今後も、雪と遊び、雪に親しむ活動を進めて

いきます。
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

　30年以上の長きにわたって、ずっと変わら

ず日本人の死因の第１位であるがん。日本人

の約２人に１人はがんにかかると言われてい

ます。

　がんは高齢者に多い病気ですが、がんにか

かる人の約３割は40～64歳の現役世代のた

め、若い人も油断は禁物です。

　私たちにとって、とても身近な病気である

がんから命を守るためには、生活習慣の改善

と、定期的ながん検診が有効です。

なぜ、がん検診が大切なの？

　がんにかかっても、初期の段階では多くの場合、ほとんど自覚症状がありません。症状が現れたころには、

がんはすでに進行していて、手遅れになってしまうケースも少なくないのです。

そのため、定期的に検診を受けて、がんの早期発見・早期治療につなげることがとても大切になります。

面倒がらず、怖がらず、ご自身の健康のために、がん検診を
ぜひ受診してください。

2019年度健康診査調査票兼申込書を、健康づくり推進員さんを

通して配布しました。がん検診に関する案内文も同封されていま

すので、ご覧ください。

命を守る【がん検診】
関川村の死亡原因（トップ５）

（Ｈ27）

関川村の死亡原因も、長年がん
が第１位の状態が続いています。

がん
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健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座
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さ
て
、
皆
さ
ん
は
放
射
線
科
と

聞
い
て
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
？

　

県
立
坂
町
病
院
を
例
に
と
っ
て

紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
皆
さ
ん
が
放
射
線
科
で

一
番
に
遭
遇
す
る
検
査
が
、
胸
部

Ｘ
線
写
真
等
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
だ
と

思
い
ま
す
。

　

そ
う
で
す
。﹁
息
を
吸
っ
て
、
止

め
て
く
だ
さ
い
﹂
の
あ
れ
で
す
。

　

比
較
的
短
時
間
で
終
わ
る
検
査

な
の
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の
体
の

状
態
を
診
る
の
に
と
て
も
有
用
な

検
査
で
す
。

　

肺
の
状
態
、
心
臓
の
状
態
な
ど

体
の
基
本
的
な
健
康
状
態
を
把
握

で
き
ま
す
。
何
か
異
常
が
あ
れ
ば
、

そ
の
他
詳
し
い
さ
ま
ざ
ま
な
検
査

を
行
い
ま
す
。

　

入
院
す
る
と
き
や
手
術
を
す
る

際
に
も
撮
影
し
ま
す
︵
と
っ
て
も

大
事
で
す
︶
。

　

次
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
多
い
の

が
、
Ｃ
Ｔ
検
査
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｃ
Ｔ
検
査
は
Ｘ
線
を
出
す
機
械

と
体
を
通
り
抜
け
た
Ｘ
線
を
受
け

取
る
機
械
が
体
の
周
り
を
ぐ
る
ぐ

る
回
り
な
が
ら
、
体
の
情
報
を
集

め
て
、
体
の
輪
切
り
の
写
真
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
作
る
装
置
で
す
︵
ち

ょ
っ
と
大
掛
か
り
な
装
置
で
す
︶
。

　

医
師
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
画

面
上
で
ペ
ラ
ペ
ラ
と
本
を
め
く
る

よ
う
に
輪
切
り
の
写
真
を
み
て
診

断
し
ま
す
。

　

少
し
時
間
が
か
か
る
の
と
、
造

影
剤
と
い
う
薬
を
体
に
注
射
し
て

撮
影
を
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は

そ
ん
な
に
は
多
く
は
な
い
と
思
い

ま
す
︵
家
族
、
親
戚
の
中
に
は
受

け
た
こ
と
の
あ
る
方
が
い
る
と
思

い
ま
す
が
︶
。

　

歯
科
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る

方
は
、
デ
ン
タ
ル
︵
歯
の
Ｘ
線
写

真
︶
を
撮
影
し
た
こ
と
が
あ
る
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
数
本
の
歯

を
撮
影
す
る
写
真
と
、
歯
全
体
を

一
気
に
撮
影
す
る
写
真
が
あ
り
ま

す
。

　

あ
と
は
、
Ｘ
線
Ｔ
Ｖ
装
置
で
す
。

Ｘ
線
を
出
し
て
体
を
透
か
し
て
見

な
が
ら
医
師
が
患
者
さ
ん
の
体
に

チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
た
り
、
石
を
と

っ
た
り
体
の
中
を
確
認
し
な
が
ら
、

検
査
、
治
療
を
行
う
装
置
で
す
。

︵
Ｔ
Ｖ
の
画
面
の
よ
う
な
も
の
を

見
な
が
ら
医
師
が
処
置
を
す
る
の

で
、Ｘ
線
Ｔ
Ｖ
と
い
う
の
で
す
。
︶

　

世
の
中
に
は
、
放
射
線
科
で
扱

う
装
置
が
ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
あ

る
の
で
す
が
、
そ
の
病
院
、
そ
の

施
設
に
よ
っ
て
必
要
な
装
置
は
違

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
県
立
坂
町
病
院
を
例

に
と
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。
受
診

の
際
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
い
ろ
い

ろ
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

☎
６
２
︱
３
１
１
１

放
射
線
科
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

坂
町
病
院
　
放
射
線
科
　

諸
　
橋
　
　
　
浩

関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信


地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
役
場
庁
舎
内
１
階
　
☎
６
４
︱
１
４
７
３

ト
イ
レ
の
後
の
手
洗
い
を
実
施

し
、
カ
キ
や
ア
サ
リ
な
ど
の
貝

類
は
、
加
熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ

う
。

○
気
を
つ
け
た
い
事
故
や
ケ
ガ

︿
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
﹀

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
温

度
差
で
起
こ
る
肉
体
的
な
シ
ョ

ッ
ク
症
状
の
こ
と
で
す
。
脱
衣

所
や
浴
室
を
温
め
て
入
浴
前
に

水
分
補
給
を
行
い
、
湯
温
は
ぬ

る
め
に
し
て
長
湯
は
ひ
か
え
ま

し
ょ
う
。

︿
転
倒
﹀

　

真
冬
に
は
路
面
凍
結
に
よ
る

転
倒
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

○
生
活
上
の
注
意

︿
餅
に
よ
る
窒
息
﹀

　

餅
は
小
さ
く
切
り
、
よ
く
噛

ん
で
か
ら
飲
み
込
み
ま
し
ょ
う
。

︿
低
温
や
け
ど
﹀

　

低
温
や
け
ど
は
、
熱
い
と
い

う
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
重
症

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
使

い
捨
て
カ
イ
ロ
を
長
時
間
貼
っ

た
状
態
で
寝
た
り
、
ホ
ッ
ト
カ

ー
ペ
ッ
ト
の
上
で
寝
る
場
合
も

注
意
が
必
要
で
す
。

※

リ
ハ
ビ
リ
．ｎ
ｅ
ｔ
か
ら
一
部
引
用

　

高
齢
者
見
守
り
・

地
域
支
え
合
い

　

県
で
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
や
認
知
症
高
齢
者
が
増
加
す

る
中
、
２
月
と
９
月
を
高
齢
者

見
守
り
強
化
月
間
と
定
め
て
い

ま
す
。
２
月
は
、
天
候
が
悪
く

高
齢
者
を
見
守
る
機
会
が
減
少

し
、
年
始
の
よ
う
な
家
庭
行
事

が
少
な
い
た
め
、
高
齢
者
単
身

や
夫
婦
だ
け
の
世
帯
が
孤
立
し

が
ち
に
な
り
ま
す
。
身
近
な
と

こ
ろ
で
、
あ
い
さ
つ
や
気
く
ば

り
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

冬
の
健
康
管
理

○
冬
に
多
い
病
気

︿
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
﹀

　

外
出
後
の
手
洗
い
・
う
が
い

が
予
防
の
基
本
で
す
。
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
と
休
養
で
免
疫

力
を
高
め
、
室
内
は
適
度
な
湿

度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

︿
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
﹀

　

冬
季
を
中
心
に
感
染
性
胃
腸

炎
な
ど
を
起
こ
し
、
高
齢
者
が

感
染
す
る
と
重
症
化
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
調
理
や
食
事
前
、
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関川村食生活改善推進員 の皆さん

　肉と野菜を一緒に炒めてご飯に混ぜ込むことで、
野菜嫌いな方にもおすすめのレシピです。食材は
お好みのものをご活用ください。

12広報せきかわ　2019・２月号

・温かいご飯　　茶碗４杯分

・豚もも薄切り肉　120g

・しょうが　少々　　　・たまねぎ　1/2個（120g）

・人参　1/4本（40g）　・白ごま　小さじ1/2

【A】

　しょうゆ　大さじ１・1/3

　酒　　　　小さじ２

　油　　　　少々

① 米は普通に炊く。しょうがはすりおろす。

② 豚肉は2㎝くらいに切り、すったしょうがと
【A】を混ぜた中に漬け込む。

③ たまねぎは2㎝くらいの長さの薄切り、人参は
せん切りにする。

④ フライパン（または鍋）に油をひき、②を汁ごと
入れ、③と一緒に炒める。

⑤ 炊きあがったご飯に④をのせ、ごまをふりかける。

（４人分）

豚肉の生姜焼き
　　　　混ぜご飯

お
で
ん
種
変
り
映
え
せ
ず
飽
き
も
せ
ず

着
ぶ
く
れ
て
老
い
に
は
老
の
み
だ
し
な
み

年
越
し
は
あ
と
何
日
と
指
を
折
る

冬
晴
や
飛
行
機
雲
の
く
っ
き
り
と

年
賀
状
手
書
き
の
文
字
に
安
ら
ぎ
ぬ

息
災
を
一
途
に
念
じ
七
日
粥
　
　
　
　
　
伊
藤
　
久
恵
︵
上
関
︶

関

川

俳

句

の

会

作

品

俳

　

句

小
鴨
来
る
落
合
川
に
春
を
呼
ぶ

大
空
に
黒
一
点
や
ヘ
リ
の
音

冬
の
鳥
大
樹
ま
し
ろ
に
目
白
お
し
　
　
横
山
　
一
正
︵
東
京
都
︶

恵
方
巻
東
北
東
で
福
を
呼
ぶ

雪
国
の
猫
か
ま
く
ら
に
ほ
っ
こ
り
と

福
は
う
ち
福
を
呼
び
込
み
豆
ま
き
す

命
日
に
母
の
思
い
出
た
か
ら
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ン
ネ
ー
ム
　
月
︵
ウ
ォ
ル
︶

こ
　
が
も
　
　
　
　
　
お
ち

あ
い

が
わ

た
い
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
　
じ
ろ

み
ち
の
く

コ
ー
コ
ー
と
逸
れ
な
き
や
と
向
い
て
飛
ぶ
か
寒
風
に
懸
命
追
い

姿
に
自
、
忘
れ
た
り
も
の
　
　
　
　
　
　
須
貝
　
二
美
︵
高
田
︶

ど
の
よ
う
な
メ
モ
が
記
さ
れ
ゆ
く
だ
ろ
う
今
年
の
手
帳
は

ピ
ン
ク
の
表
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
千
恵
子
︵
上
関
︶

短

　

歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ぐ

し
　
　
　
み
ず
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国民年金の納付はお得で便利な口座振替で
　国民年金保険料の納め忘れがないように、口座振替での納付をおすすめしています。前納や当月末振替

（早割）には割引があり、現金納付の割引よりも割引率が高くなりますので、ぜひご利用ください。
●口座振替での納付方法
　振替方法は、次の①〜⑤の中から選択できます。
　　①翌月末振替：毎月末日に前月分を振替えます（割引はありません）。
　　②当月末振替（早割）：毎月末日に当月分を振替えます（月50円の割引となります）。
　　③６か月前納：４月〜９月分を４月末、10月〜翌年３月分を10月末に振替えます。
　　④１年前納：４月〜翌年３月分を４月末に振替えます。
　　⑤２年前納：４月〜翌々年３月分を４月末に振替えます。
　割引額が多いのは、⑤２年前納＞④１年前納＞③６か月前納＞②早割の順になります。
●手続き方法
　申出書を年金事務所、役場または口座振替を希望する金融機関のいずれかに提出してください。
　申出書は年金事務所や役場、多くの金融機関窓口に備え付けてあります。
●その他
　クレジットカードでも納付いただけます。詳しくはお問い合わせ下さい。

日本年金機構からのお知らせ

問い合わせ先　新発田年金事務所国民年金課 ☎ 0254－23－2120　住民福祉課住民戸籍班 ☎ 64－1471

◆
関
川
村
協
働
活
動
２
０
１
９

　
今
年
も
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
が
関
川

村
で
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
！
今
年
は
約
１
０
０
人
の
学

生
が
関
川
村
に
帰
り
ま
す
！

　
今
回
は
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
た

ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届

け
し
ま
す
☆

◆
七
ヶ
谷
雪
ほ
た
る
ま
つ
り

︵
２
月
２
日
〜
４
日
︶

　

２
月
３
日
に
開
催
さ
れ
る

﹁
七
ヶ
谷
雪
ほ
た
る
ま
つ
り
﹂

で
、
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
、
立
命
館
大
学

４
年
藤
本
梨
紗
で
す
。

　

私
自
身
、
関
川
村
に
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
、
４
年
目
を
迎

え
ま
す
。
今
回
、
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
﹁
七
ヶ
谷
雪

ほ
た
る
ま
つ
り
﹂
が
、
大
き
な

キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
民
の
方
々
の
想
い
が
カ
タ

チ
と
な
っ
た
、
温
か
さ
で
い
っ

ぱ
い
の
お
祭
り
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
真
っ
白
な
雪
景
色
に
浮

か
ぶ
、
幻
想
的
な
世
界
。
そ
こ

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
灯
火
と
た

く
さ
ん
の
方
々
の
﹁
笑
顔
﹂
。
そ

れ
は
も
う
、
言
葉
で
は
表
現
で

き
な
い
ほ
ど
の
魅
力
が
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

学
生
と
し
て
は
最
後
の
お
祭

り
に
な
り
ま
す
が
、
４
年
前
に

感
じ
た
魅
力
、
与
え
て
い
た
だ

い
た
キ
ッ
カ
ケ
を
次
世
代
へ
と

繋
い
で
い
け
る
よ
う
精
一
杯
が

ん
ば
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
元

気
に
﹁
た
だ
い
ま
﹂
と
言
え
る

日
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

◆
大
石
ど
も
ん
こ
ま
つ
り

︵
２
月
８
日
〜
10
日
︶

　

２
月
９
日
に
開
催
さ
れ
る

﹁
大
石
ど
も
ん
こ
ま
つ
り
﹂
に

て
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
、
龍

谷
大
学
４
年
池
田
周
司
で
す
。

新
潟
県
関
川
村
大
石
ど
も
ん
こ

ま
つ
り
活
性
化
活
動
は
、
関
川

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

村
の
大
石
集
落
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
﹃
大
石
ど
も
ん
こ
ま

つ
り
﹄
の
運
営
補
助
を
通
し
、

関
川
村
に
つ
い
て
村
民
の
方
と

共
に
考
え
て
行
動
す
る
活
動
で

す
。
大
石
集
落
の
未
来
を
見
据

え
、
﹁
今
﹂
を
考
え
動
き
、
誰

か
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
関
川
村
で
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
の
活
動
で
は
小
・
中
学

生
を
対
象
と
し
た
企
画
を
行
っ

た
り
、
集
落
の
方
々
と
本
音
で

関
川
村
の
未
来
に
つ
い
て
議
論

し
合
っ
た
り
し
て
、
イ
ベ
ン
ト

と
集
落
の
未
来
に
つ
な
が
る
活

動
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

今
年
も
関
川
村
に
帰
れ
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

◆
６
日
間
、
関
川
村
に
学
生
が

滞
在
し
ま
す
。
騒
が
し
く
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
生
ら

し
く
元
気
に
関
川
村
、
お
祭
り

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
！
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
☆
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高田〜沢〜女川 方面………………

大島〜片貝〜大石 方面……………

毎週水曜日がお休みです。平日は、13時〜17時30分まで、土・日・祝は、９時〜17時まで開館しています。

にじ色と、“汽車”のメロディーが目印です。

※車内でカード申込みができ、その場で借りることもできます。

村民会館図書室

　寒い日が続きますね。食事や軽い運動で体調管理し、元気に冬を乗り切りましょう！！

3（日）・16（土）

10（日）

参加してくれたこどもたちにはかわいいシールをプレゼント！

16日は16日は おはなしのかい
絵本の読み聞かせとプチ工作

「カレンダーでんしゃがやってくる！」
丸山　誠司

謎のホームに次々とやってくる、

季節感ありすぎ（！）のユニークな列車たち。

乗りたい列車は何番線？

写真を撮るならどの列車？

この本よんで！！

ブルーベリーの皆さんが贈る、ステキなおはなしの世界…。

　家族みんなでの参加も大歓迎！参加費は無料です！

休館のお知らせ（蔵書点検のため）

２/４（月）～２/8（金）
※この間の返却は、村民会館入口の
【返却BOX】へお願いします。

ス
キ
ー
っ
て
意
外
と
楽
し
い
！

ス
キ
ー
っ
て
意
外
と
楽
し
い
！

　

村
民
会
館
主
催
・
わ
か
ぶ
な
高

原
ス
キ
ー
場
協
力
の
ス
キ
ー
体
験

教
室
が
、
１
月
19
日
、
わ
か
ぶ
な

高
原
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ス
キ
ー
授
業
が
始
ま
る

前
に
ス
キ
ー
に
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
初
め
て
の
人
や
経
験
が
少

な
い
２
・
３
年
生
を
対
象
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
、
約

30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
の
先

生
か
ら
靴
・
板
の
履
き
方
、
歩
き

方
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
初
め

は
慣
れ
な
い
足
元
に
戸
惑
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
コ
ツ
を
つ

か
み
、
い
ざ
リ
フ
ト
へ
。﹁
後
ろ
か

ら
く
る
リ
フ
ト
が
足
に
当
た
っ
た

ら
座
り
ま
す
﹂
先
生
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

図
っ
て
無
事
成
功
。
初
め
て
の
リ

フ
ト
に
﹁
気
持
ち
い
い
〜
﹂﹁
高

い
〜
﹂
な
ど
の
声
が
。
そ
し
て
、

終
わ
り
の
時
間
が
近
づ
き
、
保
護

者
が
ス
キ
ー
場
正
面
で
見
守
る
中
、

元
気
に
ボ
ー
ゲ
ン
で
降
り
て
く
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

﹁
楽
し
か
っ
た
ー
﹂﹁
ま
た
や
り

た
い
ね
﹂﹁
授
業
が
楽
し
み
﹂な
ど

の
声
が
聞
こ
え
、
子
ど
も
た
ち
の

表
情
は
晴
れ
や
か
で
し
た
。

生 涯 学 習
情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは村民会館へ

　ＴＥＬ６４−２１３４

体
験
教
室
で
コ
ツ
を
つ
か
む

体
験
教
室
で
コ
ツ
を
つ
か
む

▲集合場所へと急ぐ児童たち。
　慣れてくればこんなに上手に。
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（　　　　　　　　）

平成30年12月末現在　（　）は前月対比

世 帯 数　　1,913世帯（−１）
総 人 口　　5,653 人（−７）
　 男 　　　2,708 人（−４）
　 女 　　　2,945 人（−３）

●12月17日〜１月15日までの届出●

ごめい福をお祈りいたします
鈴木　　昇　さん　　68歳　　下　関

田村　キヌ　さん　　88歳　　平内新

小池　久夫　さん　　83歳　　下　関

渡邉　勝一　さん　　99歳　　勝　蔵

鈴木　愛子　さん　　63歳　　下　関

転入　８人　　転出　７人

出生　０人　　死亡　８人

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

人 の 動 き

企業紹介で、下関新聞配達所を取材させて
いただきました。本部久美子さんは、毎朝１
時には起きるそうです。もはや朝ではないで
すね。この時期、起きられますか？と聞くと、
「慣れですよ、慣れ」と軽く返します。なか
なか布団から出られない私ですが、本部さん
を見習って、１時にとはいいませんが、早起き
できるようにしたいと思います。新聞配達、
たいへんだと思いますが交通事故や体調など
くれぐれもお気をつけください。（友）

編集室から

　スマートフォンの無料アプリ「マチイロ」
で広報紙「広報せきかわ」が閲覧できます
（通信費は利用者負担となります）。

す え な が く お 幸 せ に
　木　村　昂　輝　さん　（村上市）

（　長　）宏　美　さん　 宮　前

　1月17日、教育フォーラムが関川中学校を会場に開

催され、小学校５・６年生も参加しました。

　いじめについての映像上映では、身近に起こりうる

「いじめ」の場面を、中学校３年生が熱演。参加した

人たちは、ストーリーの展開や、演技に引き込まれ、

改めていじめについて考えるきっかけになりました。

教育フォーラムが開催されました

■
期
日　

１
月
13
日

■
会
場　

新
潟
市
新
津
武
道
館

■
成
績

―
女
子
63
㎏
級
―

▽
第
２
位　

渡
邉　

梨
乃︵

上
関
︶

―
男
子
50
㎏
級
―

▽
第
３
位　


橋　

正
汰︵

大
石
︶

■
期
日　

１
月
１
日

■
成
績

―
男
子
小
学
生
低
学
年

２
㎞
―

▽
第
３
位　

山
本
哩
玖
斗

︵
３
年
・
下
関
︶

記
録　

10
分
06
秒

―
女
子
小
学
生
高
学
年

３
㎞
―

▽
第
１
位　

岡
田　

玲
那　
　

︵
４
年
・
下
関
︶

記
録　

12
分
05
秒

▽
第
２
位　

須
貝　

汐
那

︵
４
年
・
湯
沢
︶

記
録　

12
分
53
秒

▽
第
６
位　

三
原　

杏
莉

︵
６
年
・
下
関
︶

記
録　

14
分
01
秒

▽
第
７
位　

三
原　

柑
菜

︵
４
年
・
下
関
︶

記
録　

14
分
06
秒

―
男
子
中
学
生

３
㎞
―

▽
第
７
位　

岡
田　

慧
斗

︵
２
年
・
下
関
︶

記
録　

11
分
31
秒

第
11
回

新
潟
県
中
学
校
1
年
生

　
柔
道
体
重
別
大
会

第
64
回

村
上
市

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

村
上
市
岩
船
郡
中
学
校
１
年
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

大
会
結
果

＊
敬
称
略

―
男
子
中
学
生
５
㎞
―

▽
第
８
位　

大
島　

瑚
白

︵
３
年
・
上
野
新
︶

記
録　

22
分
25
秒

―
男
子
30
〜
39
歳
５
㎞
―

▽
第
８
位　

三
原　

強
︵
下
関
︶

記
録　

19
分
45
秒

―
男
子
50
〜
59
歳
10
㎞
―

▽
第
３
位　

小
池　

稔
︵
下
関
︶

記
録　

42
分
09
秒

―
男
子
60
歳
以
上
10
㎞
―

▽
第
２
位　

安
久
昭
男
︵
上
野
︶

記
録　

45
分
02
秒

■
期
日　

１
月
６
日

■
会
場　

朝
日
総
合
体
育
館

■
成
績

　

優
勝　
　

関
川
中
学
校

︵
村
上
一
中
と
合
同
チ
ー
ム
︶
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広報せきかわは、資源保護のため再生紙を使用しています。

　今月は、関川中学校柔道部で副部長を務め

る渡邉颯太さん（２年・沢）を紹介します！

キラリ
輝く☆せきかわっ子たちキラリ
輝く☆せきかわっ子たち vol.86

　小学校のときにテレビで見た、阿部一二三選手の

背負い投げを決めた姿に、一目で柔道の道に進む決

心がついたという颯太さん。得意技はもちろん背負

い投げ。相手を宙に浮かせたときの気持ちは何もの

にも代えがたいと語ります。

・周りの人を笑顔にする

・負けず嫌い

・後輩にやさしい

・アンダーアーマーが好き

・歌がうまい

団員からみた颯太さんは？

　勢いがある選手。強い選手と

当たっても気持ちで負けること

なく、ぶつかっていける。団体

のレギュラーでもあるので、役

割を果たしてもらえるよう期待

している。生徒会でも副会長を

しているので、中学校生活を充

実したものにしてもらいたい。

顧問の清野先生から
颯太さんへ

五
十
嵐

紀

人
さ
ん

︵
上
　
関
︶

　有限会社丸重商店で働く、五十嵐紀人
さんに話を聞きました。

①地元に戻ったきっかけは何ですか？

　家業に就く決心がついたので戻ってき
ました。「長男だから家業を継げ」と両親
に言われたことは一度もなかったです。
丸９年関川を離れて生活していましたが、
ほぼ休みなしで仕事をしている両親と鮖
谷の祖母の力になりたいという思いがし
だいに強くなり、３年前に戻ってきました。

②学生時代夢中になったことは何です
か？

　小３から高校を卒業するまでは柔道、
大学時代はアメフト部に所属し、卒業ま
でやり遂げました。礼儀、感謝、相手を
思いやる気持ち、人付き合い、お酒の飲
み方にいたるまで、さまざまなことを部
活動で学ぶことができました。

③現在夢中になっていることはあります
か？

　自身の健康維持を目的に日ごろから走
っています。毎年の駅伝大会もとても刺
激になっています。走ることを通じて人
脈も広がり、いろんな所でいろんな人に
笑顔で挨拶する場面がとても増えました。

④仕事をするうえで心がけていることを
教えてください。

　わずかでも地域のために貢献したいと
いう気持ちを持つようにしています。普
段の仕事はもちろん、消防団活動、スポ
少柔道の指導、地域行事、商工会の活動
など、やるからには楽しく一生懸命を貫
きたいです。

188

の
り
　
と

あなたに
直撃

得意の
背負い

投げで

　目指せ
！県大

会入賞
！！得意の

背負い
投げで

　目指せ
！県大

会入賞
！！

川鍋幸弘 さん   かやのさん（幾地）

えぶりくん（６歳）

な おちゃん（４歳）

い とちゃん（１歳）

　走ること・工作が得意なえぶり。名前の由来は、もちろん朳
差岳です。それに対し「どうしてナオサシ（という山）はない

の？」となお。その素直な表現が彼女の魅力。いとはみかんが

大好き。美味しそうに食べる姿はいとうつくし。駄々をこねる

姿は、いと・・・。


